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はじめに
　地理学は，その研究対象によって人文地理学と自然地理学に大別されるが
両者とも土地と人とを包含する地表空間の事象解明が，主たる研究目的とな
っている。この地表空間に一定の拡がりと境界を予想した場合，われわれが
「～地域」と呼ぶ概念が生まれる。地理学に於いては，こうした境界によっ
て画定された地表空間の特性，すなわち地域的個性を探究し，その個性形成
の要因となる事象を解明することが，重要な課題となる。そこで本稿では，
行政上栃木県と群馬県に分割されているものの，自然環境や人的交流の点で
一つの完結性を持ち，さらに住民の心的結びつきの点から，他の地域からの
独立性が認められる「両毛地域」を事例として，地域の設定を試みた。
第1章　地理学に於ける地域の種類
　一口に地域と言っても，その地域が意昧を持っためには，通常二つの分類
がなされる。一つは一定のカテゴリーによって区分される地表面の部分で，
「等質地域（uniform　region）」と呼ばれるものである。中学校の社会科の
地理学習として白地図作業があるが，ここでは気温や降水量から気候型を判
定し，共通の気候区を彩色する気候区分や，米を指標として生産高の階級別
区分を判定させる作業がなされ，まさに等質地域を把握させる格好の教材と
なっている。こうした地表の静的な諸事象にみられる地域的等質性に着目し
て設定された空間を等質地域と呼ぶのである。
　しかし地表の動的事象の変化が急ピッチで進む現在，中心地の機能の及ぶ
範囲を対象とし，その勢力下にある空問を一つのまとまりとして着目した結
果考えられるようになった「機能地域（nodal　region）」が，日常無意識の
うちに使っている「地域」という言葉に近い意味を持っていると理解される
ようになった。具体例としては，商圏，通勤圏やこれらを一括して扱う都市
圏などが，機能地域の代表である。この機能地域の場合は拠点となる都市が
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存在し，これに依存する下位の都市との間に力関係が成立することが，等質
地域との相違と考えられる。また一般に等質地域の対象となる地表空間の面
的スケールは，機能地域と比較して広大で，俗にいう「地域」との間に大き
な隔たりがある。これに対して機能地域の場合，われわれが日常認識してい
る生活空間とほぼ一致する場合が多く，より身近なものとして理解される。
　こうした等質地域や機能地域の他に，行政上の必要から適宜区分された空
間を指して「形式地域（formal　region）」と呼ぶことがある。この形式地域
は，古代以来の旧国名によって画定される場合が多く，都市化が進行するに
つれて，実際の生活圏との間に感覚的なずれが生じていることは否定できな
い。埼玉南部の住民が，東京都知事の名前を知っていても埼玉県知事の名前
を知らないために「埼玉都民」などと呼ばれている事実が，このことを如実
に物語っている。同様のことが，本稿で取り上げる両毛地域についてもいえ
るのである。栃木県・群馬県という県単位の形式地域の一部に組み込まれて
いるものの，実質的な人的，物的交流はいうまでもなく，心的な面に於いて
も古くからの交流のみられるこの地域の特殊性の要因を次章で詳述してみた
いo
　以上地理学で扱う地域の種類の概略を述べたが，機能地域が普段口にする
「地域」の概念に一番近いことは明らかである。そこで機能地域についても
う少し詳しく考察してみたい。機能地域には核となる都市（core）とそれを
取り巻く周辺部（periphery）によって構成されているが，さらにその外側
に隣接する地域との接点として漸移地帯（transitional　zone）が存在する。
この漸移地帯が地域の限界ということになるが，はたして境界が線（hne）
なのか帯（ribbonまたはbelt）なのか，また帯の場合，その幅がどこも同
じなのかという問題が生じてくる。これは地域を設定する際に地理学に於い
ては，面的スケール以上に重要視する点である。明確な一本の線で地域が画
定できるのであれば，それぞれ完結性の強い地域が隣接していると理解でき
るが，これが帯状であれば，核となる都市の力関係によって非常に流動的な
地域が設定されていることになる。機能地域を代表する商圏を考察した場合，
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この点は特に顕著に認められ，都市力すなわち商圏を形成する核となる都市
の商業力によって漸移地帯の形態に変化が生ずる。また商業核が近年大型店
の出店やそれに対抗する既存商店街の充実などによって年ごとに変化をみせ
ていることから，地域の面的スケールと完結度は年々変容するものと考えら
れる。
　現実に即した地域概念が，機能地域の立場からの考察に最も近いとはいう
ものの等質地域の存在を完全に否定することはできない。近年になって機能
地域の形成された大都市近郊の衛星都市に等質地域的視点を持ち込むことに
は問題があろうが，両毛地域のように中世以来交流のみられる都市間にあっ
ては，等質地域の存在を捨象することはできない。そこで本稿ではとりあえ
ず等質地域の観点から両毛地域の存立を明らかにし，機能地域についての考
察は次の機会に譲ることとした。
第2章　両毛地域の概要
1．　位置と規模
　群馬・栃木両県の旧国名である上野（上つ毛）と下野（下つ毛）の隣接部
に位置していることからその名がつけられた両毛地域は，渡良瀬川を軸とし
て，農業・工業・商業いずれも相互に強い連帯性を持つ足利・佐野・桐生・
太田・館林の5市と周辺の10町5村によって構成されている。これを昭和44
年9月に閣議決定された「新全国総合開発」に基づく広域市町村圏構想によ
って指定された圏域と比較すると両毛地域広域市町村圏（足利・佐野地区）
東毛広域市町村圏（太田・館林地区〉，桐生市外六か町村広域市町村圏（桐
生地区〉の3圏域を統合した範囲と一致する。行政区画によって境界を画定
すると，北は日光連山の袈裟丸山から南は利根川左岸の千代田町，明和村，
板倉町に至る。また東限は東北自動車道沿いの佐野市犬伏地区で，西限は赤
城山南東麓の黒保根村，新里村，笠懸村，薮塚本町，新田町となっている。
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圏域面積は1386k㎡で両県合計の10．9％，全国の0．4％で，人口に関しては約
76万人，両県合計の24％を占め島根県や福井県に匹敵する。
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2．　自然環境
　関東平野と足尾山系及び赤城山系の接点に位置する本地域は，地質的には
足尾山系の秩父古生層，赤城山南東斜面の火山噴出物層，渡良瀬川扇状地に
よる洪積層などに区分される。北部は山地が卓越し，南部は渡良瀬川とその
支流によって形成された平野となっている。この山地と平野の接続点には，
桐生や大間々などの谷口集落がみられ，交易都市として発達した歴史がある。
気候をみると年平均気温は14度程度で，比較的温和であるが，年較差の大き
いことが特色として挙げられる。降水量については，夏の雷雨によって一時
的にかなりの記録を示すが，冬期には赤城山からの空っ風によって乾燥した
晴天の日が続くため，気温と同様各月のばらつきが大きい。
　自然環境によって両毛地域の存立性を考察すると北限は足尾山系によって
区分され，南限は利根川ということになる。これは古くから大河川が，その
両岸の物的・人的交流の障害となり，別個の文化圏を形成する要因となって
きたことや，利根川右岸には近年都市力を増大させている熊谷が位置してい
ることなどによる。このように北限と南限については観念的な推測だけでな
く，実際の生活圏の調査結果などから明らかであるが，東限と西限に関して
は，これを設定しうる自然条件は見当たらない。
3．　歴史的背景
　複数の都市，すなわち複数の地域の核を持っているにもかかわらず，両毛
地域が一段高次の地域として存立できる要因として渡良瀬川の存在と中世以
来の歴史的背景が考えられる。河川が生活圏を分断することが認められるの
は既述の通りであるが，渡良瀬川の場合はそのような作用をしていない。そ
れは川幅が利根川ほど広くないことや，数多くの橋梁が架設されていること，
さらに江戸時代に内陸水路として各都市からの物資輸送の任に当たっていた
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ことなどによる。近世以来両毛5市がより密接な関係が維持できたのは，渡
良瀬川が共通の交通路として利用されていたことが，後で述べる繊維産業と
共に見逃すことのできない要因となっているためである。
　次に両毛地域の核となっている5市の歴史的背景を考察してみたい。中・
近世に於いては，桐生を除く4市は，いずれも城下町としての発展をみせて
いる。年代順にみると佐野には，940年の天慶の乱で活躍した藤原秀郷の居
城が，市北方の唐沢山に残っており，その後現在の佐野駅北側の春日岡山に
1602年，佐野信吉が築城したことにより現在の市街地が形成されたのである・
その後は機業地，河川利用の貨物輸送の中継地として発展を続けることにな
る。
　足利は藤原秀郷の流れによる藤姓足利氏，さらにその後を受けた源姓足利
氏発祥の地として有名である。中世を代表する人物の一人である足利尊氏は，
源姓足利氏の流れを汲み，尊氏6代の祖，足利義兼が居を構えてから発展が
始まったといわれている。15世紀後半になって上杉氏の系統である長尾氏が，
現在の市街地を見下す両崖山に山城を構築したが，その支配力は弱く，宇都
宮氏や那須氏のように統一勢力を有するまでには至らなかった。このような
状況は，佐野の場合も当てはまる。足利や佐野に於いて統一勢力が形成され
なかった要因としては，宇都宮や那須のように広大な平地を舞台とせず，複
雑に入り組んだ地形を背景としていたことが考えられる。これは何も中・近
世に限ったことではなく，現在に於いても両毛地域で単一都市が広大な後背
地（Hinterland）を持てないが故に，複数の都市を核として地域が形成さ
れていたことと無縁ではない。
　太田は足利氏と同様，源氏の流れを汲む新田氏の根拠地で城下町として発
展するが，江戸時代には日光例幣使街道の宿場町として繁栄する。この日光
例幣使街道は，太田から足利・佐野へと通じていたために人や物資の交流が
さかんであったろうと推測できる。以上の3市は中・近世に於いて，血筋や
交通路などから互いに関連の深い都市であったと思われる。
　館林は江戸時代初期，榊原康政や徳川綱吉の居城が築城されたことに始ま
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り，徳川氏縁の地となって幕府の直轄領として栄えた。徳川氏も源氏の流れ
と関係あるが，前出の支配者達とは時代のずれが大きく，同列に扱うことに
は少々無理がある。また渡良瀬川の水運利用に関しても，3市に比べてその
利用度は低く，共通性を認めることはできない。
　これら4市に対して桐生の発生起源は，近世初頭に谷口集落という立地条
件を利用して，絹の取引市場として街村状に市街地が形成されたことによる。
その後は近世以後の両毛5市の共通的な経済基盤である機業の指導的立場を
演ずることになるのである。
　以上中・近世の5市の概略を述べたが，5市間に共通する歴史的事象がい
くつか認められ，確固たる姿ではないが，一つの等質地域的様相を呈してい
るといえる。
4．　共通的経済基盤としての機業
　中・近世の歴史的背景を考察したことにより，等質地域としての姿が浮か
び上がってきたが，ここでは近世以後，現在に至るまで両毛地域の各都市に
共通して発展した機業について考察し，両毛地域が完結性を持った等質地域
としてより一層認識できることを述べてみたい。
　歴史的見地，経営規模から機業の状況をみると，両毛地域に於いては足利
と桐生が二大生産地を形成しており，これらの都市に付随する形で，佐野と
館林で生産がみられる。太田については機業生産が皆無のわけではないが，
主力産業の自動車に比べて生産量は微々たるものである。そこでここでは太
田を除く4市の状況について述べてみたい。
　歴史的には足利が最も古く，「続日本紀」や「東大寺要録」に献上品とし
て生産されていたことが記されている。商品生産として一般化したのは，近
世中期以後であり，問屋制家内工業による生産形態で，農村を中心にして多
数の賃機が存在していた。1832年に桐生から独立して市場が開設されるに及
んで，足利の機業は一大発展をみせ，河岸の発達も手伝って江戸との関係が
一53一
密接になって行ったのである。幕末に横浜が開港されると生糸の暴騰が生じ
たが，この時点に於いては綿織物中心であったために，絹織物一辺倒であっ
た桐生のような打撃を受けることはなかった。この時代に足利の機業が発展
した理由としては，次のようなことが挙げられる。①この地域は田畑が狭小
である上に，土地が劣悪であったために，農業以外の余業を必要とせざるを
えなかった。②陸上交通，河川交通が発達していたために，技術の導入や消
費市場の獲得が容易であった。③生糸，綿糸の供給地が近くに存在した。④
統一勢力が存在しなかったために，領主による織物の生産過程，流通過程に
対する規制が不可能であった。これらの条件は，一部他市についてもいえる
ことである。大正から戦前にかけては「足利銘仙」の産地として発展をみせ
る・しかし戦時中の織機供出により，銘仙と輸出用絹織物の生産は衰微し，
代って経メリヤス，すなわちトリコットの生産が始まったのである。女性用
下着を中心としたトリコット製品の生産は，現在でも足利の機業の中心的存
在である。
　足利の機業に付随して佐野も機業地として栄えてきた。足利が銘仙をさか
んに生産していた頃，佐野では綿縮を生産しており，栃木県内の織物産額の
約1割を産出していた。戦後は足利のトリコットの影響を受けて，既製婦人
子供服の生産がみられるようになった。
　佐野と同じように足利に従属していた機業地として館林がある。館林の機
業は綿織物が中心で，江戸時代に生産基盤を確立していた。明治になると足
利市場の拡大によって，明治末期に館林に市場が開設されるまで，足利織物
として足利市場に隷属することになった。戦後はメリヤス，トリコット，毛
など多種の素材による織物が生産されるようになったが，その産額は足利と
は比較にならない。
　太田に関しては既述のように機業地としての存在は認めがたいが，あえて
言及すれば，足利のトリコットとの関係で，戦後メリヤスセーターの生産を
始めたことを指摘するにすぎないのである。
　足利と並ぶ機業地として桐生の存在を軽視するわけにはいかない。桐生機
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業の起源は，平安時代とされているが，組織的な機業地が形成されたのは，
16世紀末に絹市が開設されてからである。18世紀前半，西陣から織物技術や
織機が導入されたことにより，問屋制家内工業による絹織物生産が一段と盛
んになった。明治時代に於いては，新式の織機を次々に取り入れたことによ
り，着尺，帯地，羽二重などの生産が急激に増大して行った。そしてこの生
産形態は大きな変化もなく現在まで続いているのである。
　以上5市の機業について簡単に述べたが，その機業内容は次のように大別
できる。第2次世界大戦を境にして，戦前では絹織物は桐生・足利，・綿織物
は佐野・館林，戦後では絹織物は桐生，綿織物は足利・佐野・館林・太田と
いうふうに分類できる。このことから足利が，絹織物と綿織物の漸移地帯で
あることと，桐生のみが独立した絹織物圏を構成していることが理解できる。
機業に関する問題としては，繊維は不況の波をまともに受けるために，安定
した収入が得られないことや，依然として賃機形態が続いていることから，
効率のよい経営ができないなどの点が挙げられる。このような問題を抱えな
がらも廃業する傾向はみられず，機業が「両毛地域は一つ」という住民意識
を形成する上で，重要な役目を担っていることは否定できない事実である。
　機業という観点から両毛地域を一つの等質地域として認識できることが明
らかになったが，ここで両毛地域に隣接する機業地である伊勢崎について言
及しなければならない。それは同じ機業地でありながら，伊勢崎を両毛地域
に含めない点を明確にすることにより，両毛地域の完結性をより高めること
にある6したがって伊勢崎の機業の特殊性を考察しなければならない。伊勢
崎織物の起源は，江戸時代であるが，その生産品目は桐生と同じ絹織物であ
った。しかし江戸への商品輸送経路は，中山道であったため，両毛地域の渡
良瀬川の水運利用の場合と性格を異にする。また戦後になると，両毛地域で
はみられないウール着尺の生産を始めたことや，賃機の分布が赤城山麓，前
橋，深谷，本庄に多く，両毛地域にみられないことも根拠の一つとなろう。
この他機屋や賃機が，八王子や西陣の業者に利用されていることなどを考え
合わせると，同じ機業地であっても伊勢崎を両毛地域に包含しないのが妥当
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であるといえる。
　以上の点から「機業地」という一つの指標によって，両毛地域の等質地域
としての存立性が，より一層明確に認識できたのである。
第3章　両毛地域の特殊性
　両毛地域が，中世以来独目の存立基盤を持ち，外接する地域と区分される
ことが前章で明らかになったが，両毛地域の構成都市についてみると他地域
にはない特色がある。両毛地域は，高崎，前橋，熊谷，小山，栃木，宇都宮
などの都市が，単独もしくは複数の核となって形成された地域に隣接してい
る。それらの地域と比較した場合，その特殊性として5市が，それぞれの圏
域を持った小機能地域を形成し，さらに一段階高次の地域形成のために，互
いに連担しつつ外接する地域と競合していることが挙げられる。一般に地域
設定の際，特に機能地域的考察に於いては，核となる都市は階次差の認めら
れる場合は別として，同階次の場合，一つもしくは二つの場合が多いが，両
毛地域のように同階次の都市が，五つも集まって地域を形成していることは
極めて稀な事例といえるのである。このように他地域にはみられない現象が
確認できるのも，各都市に共通する存立基盤が，既述のように非常に強固で
あったことによる。そして何よりも重要なのは，そこに住む人々の日常生活
の中で「両毛地域では県境を越えた交流があって当り前」という感情が，無
意識のうちに形成されていることである。これは高校の地理の授業で，該当
地域から通学している生徒への聞き取り調査からも明らかになっている。
　国内に於いて，両毛地域と同じように，行政区画にとらわれずに交流がみ
られ，また住民の地域に対する認識度の高い地域は存在しないと思われる。
したがって都市力が刻々と変化する様相をみせている現状を鑑み，今後両毛
地域が，その内部と外接部でどのように変容して行くか注目する必要がある
のではないだろうか。そして五つの核を持つ両毛地域が，いつまでその連担
性に立脚して存立しうるのか，極めて興味深い問題といえるのである。
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結語
　本稿では等質地域の観点から両毛地域の存在を明らかにした。しかし地域
設定に際しては，機能地域の立場から，特に漸移地帯について詳しく考察す
る必要がある。この点を解明するためには商圏，あるいはもう一段階広い視
野からの都市圏の研究が重要となってくる。商圏については，これを構成す
る際の中心となる商業核の変容が最近著しいので，定期的に調査を実施して
経年変化を考察しなければならないので，調査が完了した時点で，機能地域
の面からの両毛地域の存立性を述べてみたいと思う。
参考文献
木内信蔵（1968）　　『地域概論』　東京大学出版会
渡辺　光（1977）　　『地理学概論』　朝倉書店　　210－234
沢田　清（1978）　　『日本の都市圏』　古今書院
日本経済研究所・両毛地域開発推進協議会（1971）：『両毛地域総合開発調査報告書』
一57一
